
千葉市消費者教育推進計画の評価について 

 

１ 評価 

 それぞれの事業については、原則として、年度終了時に平成２６年度の事業実績との比

較によりａ～ｄまでの評価を行います。 

 「評価の基準となるものが数値等客観的な指標で示せるもの」については２（１）に基

づき評価を行いますが、事業の性質上、「事業内容が数値等客観的な指標で測れないもの」

については２（２）に基づき評価を行います。 

 

２ 評価基準について 

（１）評価の基準となるものが数値等客観的な指標で示せるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業内容が数値等客観的な指標で測れないもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 項目評価 

 消費者教育担当課が作成した評価基準を基に、各項目の評価の平均を算定します。 

 ａを３点、ｂを２点、ｃを１点、ｄを０点とし、各項目の平均点を下記のとおり表示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

（２）例示 

 

【評価基準】 

ａ：平成２６年度よりも事業を拡充して実施した。（１１０%超） 

ｂ：平成２６年度とほぼ同様に事業を実施した。（１１０%～９０%） 

ｃ：事業を実施したが、平成２６年度の実績を下回った。（９０%～） 

ｄ：事業を実施できなかった。 

－：事業を実施したが、申込みがなかった。事業の見直しを実施した。 

 

【評価基準】 

ａ：事業を実施し、一定の成果を得た。 

ｂ：事業の進め方について検討が終了し、一部事業を実施した。 

ｃ：事業の進め方について検討を継続した。 

ｄ：事業の進め方について検討したが事業化には至らなかった。検討を中止した。 

－：事業の進め方について方針を変更した。 

【評価基準】 

Ａ：順調に取り組まれた。（項目の評価基準の平均点が２．５点以上） 

Ｂ：概ね取り組まれた。（項目の評価の平均点が１．５点以上２．５点未満） 

Ｃ：概ね取り組まれたが、さらに積極的な取り組みが必要である。 

  （項目の評価基準の平均点が０．５点以上１．５点未満）  

Ｄ：取組が不足した。（０．５点未満） 


